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１ 図面上のデータを他のアプリケーションとリンクさせる 
 

 

 

 

ここでは、本ＣＡＤシステムのマクロ属性付けの機能を使い、図面上のデータを他のアプリケーションとリンクさせ

る方法について説明します。 

また、｢al-Nil CAD 連携｣機能により、編集中の図面データを al-Nil CAD を起動し、編集することができます。 

 

図形編集(G) → マクロ属性付け 

 図面上のデータに図面ファイルを設定する 
図面上の任意の塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形をマウスでクリックすることにより、保存した図面

ファイルを開くように設定します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

1 本コマンドを起動し、塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・

表・伸縮図形をマウスでクリックすると、｢マクロ属性付け｣

ダイアログボックスが表示されます。    

｢データ種類｣ボックスの下向き矢印ボタンをマウスでクリッ

クし、ドロップダウンリストから｢図面｣をマウスでクリック

します。 

｢データパス｣のテキストボックス内には、ダイアログボック

スより読み込む図面ファイルのパスを指定します。 

データパスの設定方法および｢設定パス｣の使用方法について

は、関連項目を参照してください。 

2 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をマウスでク

リックすると、マクロ属性付けが設定されます。 

同時に複数の図面ファイルに同様の設定を行うことができま

す。 

 

 参 照  ➜  ｢解説：データパスの設定方法｣ 

  Part1 図面管理 ２．保存してある図面を開く 

  (BV Finder) 

  ｢設定を行ったデータを指定し、実行する｣ 

   Part7 演算処理 １．データの内容を調べる 

 

 

 

 

 

 

｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスの各ボタン 

 [参照] 

[参照]をクリックすると、｢開く｣ダイアログボックスボック

スが表示されます。 

｢ファイルの場所｣の下向き矢印ボタンをマウスでクリック

し、ドロップダウンリストからドライブまたはフォルダーを

マウスでクリックします。ファイル一覧の中から図面ファイ

ルを選択し、[開く]をクリックします。 

 [開く] 

[開く]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックス

が表示されますので、図面ファイルを選択し[開く]をクリッ

クします。 

 [設定クリア] 

[設定クリア]をクリックすると、｢図形名｣、｢データ種類｣、

｢プログラム｣、｢データパス｣の設定内容がクリアされます。 

データに名前を付ける場合は、｢図形名｣のテキストボックス

内に図形名を入力します。 
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解 説：データパスの設定方法 
｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで設定パスを指定することにより、そのパスから相対的にデータパスを指定していく

ことができます。これにより、マシンによってドライブ名が異なっていても、設定パスであらかじめそれらのパスを入力し

ておくことにより、データパスには図面ファイル名を入力したまま、簡単にパスの切り替えを行うことができます。 

また、設定パスの設定・変更は、｢リンクプログラムの設定｣ダイアログボックスからでも行えます。 

1 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで、｢設定パス｣または｢設定パス 1:｣～｢設定パス 5:｣のテキストボックス内をマウスでク

リックし、パス名を入力します。また、[参照]または[開く]をクリックし、｢開く｣ダイアログボックス、｢BV Finder｣ダイアロ

グボックスから図面ファイルを選択してそれらの格納されていたパスを表示させることもできます。 

2 ｢データパス｣のテキストボックス内に、｢設定パス｣以降のフォルダーおよび図面ファイル名を入力します。 

  例）図面ファイル名＝Sample01.bvf 

    設定パス ＝c:\program files\BV\sample 

    設定パス 1:＝d:\caddata 

    設定パス 2:＝d:\sample 

    データパス入力欄に次のように入力 

   "Sample01.bvf"(c:\program files\BV\sample\sample01.bvf) 

    ｢設定パス｣＋｢データパス｣内パス 

   "1:Sample01.bvf"(d:\caddata\sample01.bvf) 

    ｢設定パス 1:｣＋｢データパス｣内パス 

   "2:Sample01.bvf"(d:\sample\sample01.bvf) 

    ｢設定パス 2:｣＋｢データパス｣内パス 

・｢データパス｣のテキストボックス内のパスは、必ず前後に " (ダブルコーテーション)を入力してください。 

 
 
  
図形編集(G) → マクロ属性付け 

 図面上のデータに図面ファイルの一覧選択を設定する 
図面上の任意の塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形をマウスでクリックすることにより任意パスの図

面ファイル選択画面(BV Finder)が表示されるように設定します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

1 本コマンドを起動し、塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形をマウスでクリックすると、｢マクロ属性付け｣ダイア

ログボックスが表示されます。 

[設定クリア]をクリックすると、｢図形名｣、｢データ種類｣、｢プログラム｣、｢データパス｣の設定内容がクリアされます。 

データに名前を付ける場合は、｢図形名｣のテキストボックス内に図形名を入力します。 

2 ｢データ種類｣ボックスの下向き矢印ボタンをマウスでクリックし、ドロップダウンリストから｢一覧｣をマウスでクリックしま

す。 

3 ｢データパス｣のテキストボックス内には、図面ファイルの一覧を表示させるフォルダーのパスを指定します。 

データパスの設定方法および｢設定パス｣の使用方法については、関連項目を参照してください。 

4 [参照]をクリックすると、｢フォルダーの参照｣ダイアログボックスが表示されます。 

いずれかのフォルダーをマウスでクリックし、[ＯＫ]をクリックします。 

5 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで[開く]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックスが表示されますので、一覧

表示を行いたいフォルダーを選択し、[開く]をクリックします。 

6 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をマウスでクリックすると、マクロ属性付けが設定されます。 

同時に複数の図面ファイルに同様の設定を行うことができます。 

 参 照  ➜  ｢データパスの設定方法｣、｢設定を行ったデータを指定し、実行する｣ 

  Part1 図面管理 ２．保存してある図面を読み込む(BV Finder) 
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図形編集(G) → マクロ属性付け 

 図面上のデータにアプリケーションまたはデータを設定する 
図面上の任意の塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形をマウスでクリックすることにより、任意のアプリ

ケーションが起動するように設定します。 

また、ユーザーファンクションおよびシステムファンクションを実行するように指定することもできます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性付け]) 

1 本コマンドを起動します。 

2 塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形をマウスでクリックすると｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスが表示され

ます。 

[設定クリア]をクリックすると、｢図形名｣、｢データ種類｣、｢プログラム｣、｢データパス｣の設定内容がクリアされます。 

データに名前を付ける場合は、｢図形名｣のテキストボックス内に図形名を入力します。ここで入力した図形名は、演算処理の｢デ

ータの内容｣ダイアログボックスで変更することができます。 

3 ｢データ種類｣ボックスの下向き矢印ボタンをマウスでクリックし、ドロップダウンリストから以下のいずれかをマウスでクリ

ックします。 

文書  ：起動アプリケーションの設定で設定されている｢メモ帳｣などのアプリケーションを起動させます。 

絵  ：起動アプリケーションの設定で設定されている｢ペイント｣などのアプリケーションを起動させます。 

表計算 ：起動アプリケーションの設定で設定されている｢Microsoft Excel｣などのアプリケーションを起動させます。 

ＤＢ  ：起動アプリケーションの設定で設定されている｢Microsoft Access｣などのアプリケーションを起動させます。 

AP-1～AP-10 ：任意のアプリケーションを起動させます。 

   アプリケーションの設定および変更は、サブメニュー欄の[設定]をマウスでクリックし、行います。 

ﾕｰｻﾞｰﾌｧﾝｸｼｮﾝ ：任意のユーザーファンクションを実行します。 

   ｢データパス｣のテキストボックス内にユーザーファンクション番号(UF1、UF2 などのうち、半角の数字のみ) 

   を入力します。 

ｼｽﾃﾑﾌｧﾝｸｼｮﾝ ：任意のシステムファンクションを実行します。 

   ｢データパス｣のテキストボックス内に、各システムに割り当てられたシステムファンクション番号(半角の数 

   字)を入力します。 

4 ｢データパス｣のテキストボックス内には、そのアプリケーションで読み込む各種ファイルのパスを指定します。 

データパスの設定方法および｢設定パス｣の使用方法については、関連項目を参照してください。 

｢データパス｣のテキストボックス内に何も入力しないで設定を行うと、マクロ実行時にデータは呼び出されずに、設定したア

プリケーションだけが起動します。 

5 [参照]をクリックすると、｢開く｣ダイアログボックスボックスが表示されます。 

｢ファイルの場所｣の下向き矢印ボタンをマウスでクリックし、ドロップダウンリストからドライブまたはフォルダーをマウス

でクリックします。ファイル一覧の中から図面ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

6 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで[開く]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックスが表示されますので、図面

ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

7 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をマウスでクリックすると、マクロ属性付けが設定されます。 

同時に複数の図面ファイルに同様の設定を行うことができます。 

・演算処理のデータの内容表示で、以下のパラメーターを先頭に入力することにより、マクロの実行時に各種の設定を行うこ

とができます。 

-np 、-NP 、/np 、/NP  (ファイル名を指定せずにパラメーターを渡すことができます) 

-r 、-R 、/r 、/R      (現在表示している図面をクローズせずに指定したデータを読み込むことができます) 

 参 照  ➜  ｢解説：データパスの設定方法｣、｢設定を行ったデータを指定し、実行する｣ 

  ｢マクロ属性付けの設定を変更・クリアする｣、｢マクロ属性から起動するアプリケーションを設定する｣ 

   ２．メニューやキーをカスタマイズする「コマンドや各種パラメーターをメニューに設定する｣ 

   Part7 .演算処理 １．データの内容を調べる 
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解 説：Webブラウザを起動するための設定 

データパスに Web アドレスを入力し、これらの設定をした塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形を図面上でク

リックすると、Webブラウザが起動しデータパスで入力したアドレスが表示されます。 

1 ｢マクロ属性付け｣ダイアログボックスで、｢データ種類｣で

"URL"を選択し、 ｢デ－タパス｣入力欄に表示したい WEB アド

レスを設定します。 

 

 

 

 

 

2 マクロ属性の実行コマンドを実行し、対象要素をマウス指示

します。 

 

 

 

 

 

 

3 標準ブラウザで指定された WEB アドレスのサイトが表示され

ます。 

・ デ－タパスで指定するWEBアドレスは標準ブラウザでの 

WEBアドレスに準じます。 
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図形編集(G) → マクロ属性の実行 

 マクロ属性から起動するアプリケーションを設定する 
マクロ実行時、サブメニュー欄の「設定」で、マクロ属性から起動するアプリケーションを設定します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性の実行]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー）  ➜ [その他](－[マクロ属性の実行]) 

1 本コマンドを起動します。 

2 サブメニュー欄の[設定]をマウスでクリックすると、｢リンク

プログラム設定｣ダイアログボックスが表示されます。    

3 設定、変更を行う項目のボックスをマウスでクリックします。 

｢設定パス｣の使用方法については、本書｢データパスの設定方

法｣を参照してください。 

4 起動させるアプリケーションの実行プログラムを入力します。 

｢□最小化｣のチェックマークをクリックすると、アプリケー

ションを最小化して実行します。アプリケーションはタスク

バーのボタンとして表示されます。プログラムを使うには、

対応するボタンをクリックします。 

[参照]をクリックすると、｢開く｣ダイアログボックスボック

スが表示されます。 

｢ファイルの場所｣の下向き矢印ボタンをマウスでクリックし、

ドロップダウンリストからドライブまたはフォルダーをマウ

スでクリックします。ファイル一覧の中から実行ファイルを

選択し、[開く]をクリックします。 

5 設定パスの各欄をクリックし､[開く]をクリックすると、｢BV 

Finder｣ダイアログボックスが表示されますので、実行ファイ

ルのあるフォルダーを選択し、[開く]をクリックします。 

6 ｢リンクプログラム設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をマウ

スでクリックすると、起動するアプリケーションが設定され

ます。 

 参 照  ➜  ｢解説：データパスの設定方法｣ 

・上記リンクプログラム設定は、サンプルの一例です。ご使用のＰＣの環境で設定してください。 

 

 

 



 
図面上のデータを他のアプリケーションとリンクさせる 740  

 

 

 

 

補助(O) → 演算  データの内容 

 マクロ属性付けの設定を変更・クリアする 
｢データの内容｣ダイアログボックスで、マクロ属性付けの設定変更・クリアを行うことができます。 

また、｢データ種類｣としてユーザーファンクションおよびシステムファンクションを設定することができます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  (－[データの内容]) 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算]－[データ内容] 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算]－[データの内容] 

1 本コマンドを起動します。 

2 マウスで塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形を

クリックします。｢データの内容｣ダイアログボックスが表示

されます。   

図形名 

マクロ属性付けで設定した図形名が表示されます。｢図形名｣

ボックス内をクリックし、文字列を変更することができます。 

データパス 

設定したデータパスが表示されます。文字入力欄内をクリッ

クし、文字列を変更することができます。 

[参照]をクリックすると、｢データパス選択｣ダイアログボッ

クスが表示されますので、ファイルを選択し、[開く]をクリ

ックします。｢データパス｣ボックス内にパスが表示されます。 

データ種類 

設定したデータ種類が表示されます。｢データ種類｣ボックス

の下向き矢印ボタンをクリックし、ドロップダウンリストか

らいずれかのデータ種類をクリックして選択します。 

・｢データパス｣のテキストボックス内のパスは、必ず前後に 

 " (ダブルコーテーション)を入力してください。 

3 [ＯＫ]をクリックすると、現在設定した変更内容を有効にし、

製図画面に戻ります。 
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図形編集(G) → マクロ属性の実行 

 設定を行ったデータを指定し、実行する 
｢マクロ属性付け｣で、塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形に設定した内容を実行します。 

図面読込直後は、このメニューが自動的に起動します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[マクロ属性の実行]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー）  ➜ [その他](－[マクロ属性の実行]) 

1 本コマンドを起動し、マウスで設定を行った塗図形・BMP・JPG・PNG・ラスター・表・伸縮図形の上にマウスを移動します。 

マウスカーソルが手の形に変わります。 

メッセージ欄には、属性の内容(データのパスと種類)が表示されます。 

2 サブメニュー欄の｢→｣(進む)または、｢←」(戻る)をクリックして、読み込んだ図面の履歴の前後を表示させることができます。 

｢初期化｣をクリックすると、履歴を解除します。 

サブメニュー欄の[設定]をマウスでクリックすると、設定されているアプリケーションを変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参 照  ➜  ｢図面上のデータに図面ファイルを設定する｣、｢図面上のデータに図面ファイルの一覧選択を設定する｣ 

    ｢図面上のデータにアプリケーションまたはデータを設定する｣、｢マクロ属性付けの設定を変更・クリアする｣ 

    ｢マクロ属性から起動するアプリケーションを設定する｣ 

・起動アプリケーションが存在しない場合、｢リンクプログラムの設定｣ダイアログボックスが表示されます。他のアプリケー

ションを起動させるのであれば、実行プログラムを指定してください。 

｢リンクプログラムの設定｣ダイアログボックスで｢□最小化｣チェックボックスをオンにすると、アプリケーションを最小化

して実行します。アプリケーションはタスクバーのボタンとして表示されます。プログラムを使うには、対応するボタンを

クリックします。 
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図形編集(G) → アプリケーション実行の設定 

 実行アプリケーションを設定する 
｢アプリケーション実行｣機能([図形編集]－[アプリケーションの実行])で実行するアプリケーションを設定します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[AP実行の設定]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [その他](－[ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ実行の設定]) 

1 本コマンドを起動すると、｢アプリケーション実行の設定｣ダ

イアログボックスが表示されます。 

2 [設定クリア]をクリックすると、｢データ種類｣、｢プログラム｣、

｢データパス｣の設定内容がクリアされます。 

3 ｢データ種類｣ボックスの下向き矢印ボタンをマウスでクリッ

クし、ドロップダウンリストからいずれかのデータ種類をマ

ウスでクリックします。 

4 ｢データパス｣のテキストボックス内には、ダイアログボック

スより読み込むデータのパスを指定します。データパスの設

定方法および｢設定パス｣の使用方法については、関連項目を

参照してください。 

5 [参照]をクリックすると、｢開く｣ダイアログボックスが表示さ

れます。 

｢ファイルの場所｣の下向き矢印ボタンをマウスでクリックし、

ドロップダウンリストからドライブまたはフォルダーをマウ

スでクリックします。ファイル一覧の中から図面ファイルを

選択し、[開く]をクリックします。 

6 ｢アプリケーション実行の設定｣ダイアログボックスで[開く]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックスが表示されま

すので、図面ファイルを選択し[開く]をクリックします。 

7 ｢アプリケーション実行の設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、実行アプリケーションが設定されます。 

 参 照  ➜ ｢解説：データパスの設定方法｣ 

  Part1 図面管理 ２．保存してある図面を読み込む(BV Finder) 

  ｢設定を行ったアプリケーションを実行する｣ 

・データ種類コンボボックスで「URL」を選択した場合、データパスに Webアドレスを入力します。 

設定をした塗図形やビットマップを図面上でクリックすると、Web ブラウザが起動しデータパスで入力したアドレスが表示

されます。この時、デ－タパスで指定する WEB アドレスは標準ブラウザでの WEB アドレスに準じます。 

 

 

  
図形編集(G) → アプリケーションの実行 

 設定を行ったアプリケーションを実行する 
｢アプリケーション実行の設定｣で設定したアプリケーションを実行します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[AP実行の設定]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー）  ➜ [その他](－[アプリケーション実行の設定]) 

1 本コマンドを起動し、データに何もアプリケーションが設定されていない場合は｢アプリケーション実行の設定｣ダイアログボ

ックスが表示されます。 

 参 照  ➜  ｢実行アプリケーションを設定する」 

2 設定を行ったビットマップデータまたは塗図形データをマウスでクリックします。 

3 データに設定したアプリケーションが実行されます。 
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ツール(T) → al-Nil CAD連携 

 al-Nil CADと連携する 
al-Nil CAD がインストールされている場合、最新の al-Nil CAD を起動し、カレント図面を開きます。複数の図面が開かれ

ている場合は、連携する図面を選択することができます。 

 

1 本コマンドを起動し、図面ウィンドウ内になにも要素がない場合は、図面作成モードのまま、[al-Nil CAD 連携]処理を実行す

ることができません。いずれかの作図処理を行い、サブメニュー欄の[al-Nil CAD 起動]をクリックします。 

 

2 al-Nil CAD 連携処理開始の確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 [はい]をクリックすると、複数図面がある場合は｢al-Nil CAD 連携 図面選択｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面ファイル名一覧リスト内のチェックマークをオンにした図面が al-Nil CAD で開かれます。 

全選択／全解除 

[全選択]ボタンをクリックすると、図面ファイル名一覧リスト内のチェックマークがすべてオンになります。 

[全解除]ボタンをクリックすると、図面ファイル名一覧リスト内のチェックマークがすべてオフになります。 

 

4 [はい]（複数図面がある場合は｢al-Nil CAD 連携 図面選択｣ダイアログボックスで[ＯＫ]）をクリックすると、al-Nil CAD が起

動します。 
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ツール(T) → 他社データ読込 

  他社データの各種ファイルを、画像ファイルとして図面に配置する 
他社データのファイルの各ページを、画像ファイルとして図面に配置します。 

対象データは、XPS、XLSX、XLS、DOCX、DOC、PPTX、PPTです。 

 

以下の処理があります。 

 ●流し込み枠指定 

 ●自動配置 

 ●個別配置 

 

 

● 流し込み枠指定 

1 本コマンドを起動し、サブメニューから[流し込み枠指定]をクリックします。 

始点－終点の指定により、他社データファイルを流し込む枠(矩形)を作図します。 

作図した矩形データは｢グループ図形｣で、グループ図形名は「他社データ配置枠~連番」になります。レイヤ名「配置枠」に作

図されます。同名のレイヤが存在している場合はそのレイヤに作図されます。 

 

 

● 個別配置 

1 本コマンドを起動し、サブメニューから[個別配置]をクリックします。 

｢開く｣ダイアログボックスが表示されますので、読み込みを行うファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [開く]をクリックすると、選択した他社データの仮想線が図面上に表示されます。 
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原点の指定 

サブメニューの[原点：左下]をクリックすると、左上から右下までの９カ所の原点が表示されますので、いずれかのラジオボ

タンをクリックして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

3 配置位置でマウスをクリックすると、Office ファイルを画像化して配置します。サブメニューの[前メニュー]をクリックする

まで、操作は連続して行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 自動配置 

1 本コマンドを起動し、サブメニューから[自動配置]をクリックします。 

図面上に流し込み枠が存在しない場合、エラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ＯＫ]をクリックし、流し込み枠を作成します。 

 

2 ファイルの選択 

｢開く｣ダイアログボックスが表示されますので、流し込みを行うファイルを選択します。 
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3 [開く]をクリックすると、図面内の流し込み枠内に、選択した Office データを画像化して配置します。 
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２ メニューやキーをカスタマイズする 
 

 

 

 

 

表示(V) → 各種ツールバー、ツールボックス名 

 ツールボックス・ツールバーメニューの表示を選択する 
ツールバーメニュー、ツールボックスメニューの表示、非表示を選択します。 

1 [表示]プルダウンメニュー内に各種メニューが表示されます。 

ツールボックス、ツールバー、ユーザーファンクション、システムファンクションは、それぞれ ”＞” をクリックしてサブ

メニューを表示させます。 

チェックマークが表示されているものが、現在表示されているメニューになります。メニュー名をマウスでクリックし、表示、

非表示の選択を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 サブメニュー位置 

[サブメニュー位置]をクリックすると、サブメニューに「上」、「下」が表示されますので、いずれかにチェックマークを表

示させて選択します。表示位置が切り替わります。 

サブメニューボタン位置 
[サブメニューボタン位置]をクリックすると、サブメニューに「左寄せ」、「右寄せ」が表示されますので、いずれかにマー

クを表示させて選択します。サブメニューのボタン表示位置が切り替わります。ただし、「元に戻す」および「やり直し」ボ

タンは左寄せのままです。 

▼ サブメニュー位置「右寄せ」を選択した場合 
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表示(V) → ツールボックス → ツールボックス設定 

 ツールボックスを設定する 
ツールボックスの各種表示を設定します。 

1 ｢状態｣列の電球マークをクリックして、表示状態を変更しま

す。 

[全選択]／[全解除] 

表示中の項目すべてをオン、またはオフにします。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、設定が実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示(V) → ツールバー → ツールバー設定 

 ツールバーを設定する 
ツールバーの各種表示を設定します。 

1 ｢状態｣列の電球マークをクリックして、表示状態を変更しま

す。 

[全選択]／[全解除] 

表示中の項目すべてをオン、またはオフにします。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、設定が実行されます。 
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表示(V) → サブメニューに元に戻す・やり直しボタンを表示する 

 元に戻す・やり直しボタンの表示を選択する 
サブメニューの[元に戻す]、[やり直し]ボタン表示のオン・オフを選択します。 

1 [表示]プルダウンメニュー内の｢サブメニューに元に戻す・やり直しボタンを表示する｣をクリックすると、チェックマークが表

示されます(初期値はオン)。 

サブメニューに[元に戻す]、[やり直し]ボタンを表示させない場合は、再度｢サブメニューに元に戻す・やり直しボタンを表示

する｣を選択し、チェックマークの表示を消します。 

 

▼[元に戻す]、[やり直し]ボタンあり。 

 

 

 

▼[元に戻す]、[やり直し]ボタンなし。 

 

 

 

 

 

表示(V) → サブメニューにツールチップを表示する 

 サブメニューにツールチップの表示オン・オフを選択する 
一部の処理のサブメニューに表示されるツールチップのオン・オフを選択します。 

1 [表示]プルダウンメニュー内の｢サブメニューにツールチップを表示する｣をクリックすると、チェックマークが表示され 

ます(初期値はオン)。 

サブメニューにツールチップを表示させない場合は、再度｢サブメニューにツールチップを表示する｣を選択し、チェックマー

クの表示を消します。 

 

 

 

表示(V) → メニューを戻す 

 メニューの表示を戻す 
メニューの表示設定、表示位置が起動時の状態に戻ります。 

1 [表示]プルダウンメニュー内の[メニューを戻す]をクリックすると、メニューの表示設定、表示位置が起動時の状態に戻ります。 

 

 

 

表示(V) → メニューを固定する 

 メニューの表示を固定する 
ツールバーなどの表示が、マウスでドラッグしても固定されます。 

1 [表示]プルダウンメニュー内の[メニューを固定する]をクリックすると、ツールバーなどの表示が、マウスでドラッグしても動

かすことができなくなります。 
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表示(V) → 日本語メニューのポップアップサイズ 

 日本語メニューのポップアップサイズを変更する 
1 [表示]プルダウンメニュー内の｢日本語メニューのポップアッ

プサイズ｣をクリックすると、チェックマークが表示されます。 

日本語メニューのポップアップサイズの変更 

日本語メニュー上で、マウスの右ボタンをクリックした時に

表示されるメニューの大きさを変更します。 

[日本語メニューのポップアップサイズ]をクリック、サブメ

ニューの[小]または[大]にチェックマークを付け選択しサイ

ズを切り替えます。 

  ▼[小]           ▼[大] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示(V) → 各メニュー 

 その他の表示オン・オフ 
1 [表示]プルダウンメニュー内の｢座標表示｣、用紙枠表示、軸表示、書込レイヤ名の表示、タックインデックスの表示、シート変

更確認メッセージ、をクリックすると、チェックマークが表示されます。 

 

座標表示のオン・オフを切り替える 
[座標表示]チェックマークを表示させると、座標表示がＯＮとなり、メッセージ欄の右端にマウス位置の実座標が表示されま

す。なお、座標表示上でマウスの右ボタンをクリックして以下のコマンドを選択することができます。 

 

 

 

単位を表示する 

選択した単位が表示されます。 

 

 

 

 

ｍｍ、ｍ 

｢ｍｍ｣または｢ｍ｣を選択します。 

 

用紙枠表示のオン・オフを切り替える 

[用紙枠表示]をクリックしチェックマークを表示させると、用紙枠表示がＯＮとなり、図面ウィンドウ内に用紙の枠線が表示

されます。 
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軸表示のオン・オフを切り替える 

[軸表示]をクリックしチェックマークを表示させると、軸表示がＯＮとなり、シートの原点に XY 軸が表示されます。 

 

書込レイヤ名の表示のオン・オフを切り替える 

[書込レイヤ名の表示]をクリックしチェックマークを表示させると、ＣＡＤフレームのタイトルバーに書込レイヤ名が表示さ

れます。 

 

タックインデックスの表示のオン・オフを切り替える 

[タックインデックスの表示]をクリックしチェックマークを表示させると、図面の左下にシート状態を表すタックインデック

スが表示されます。 

 

シート変更確認メッセージのオン・オフを切り替える 

[シート変更確認メッセージ]をクリックしチェックマークを表示させると、縮尺が異なるシートを対象シートに設定すると確

認メッセージが表示されます。 

 

属性・グループ名称変更確認メッセージのオン・オフを切り替える 

｢属性・グループ名称変更確認メッセージのオン・オフを切り替える｣チェックマークをオンにすると、属性やグループ名称変

更時に確認メッセージが表示されます。 

 

エラーメッセージを画面中央に表示する 

｢エラーメッセージを画面中央に表示する｣チェックマークをオフにすると、不正操作時のエラーメッセージが非表示になります。 

 

マウスカーソルの種類を切り替える 

[マウスカーソル]をクリックし、サブメニューの[通常]または[クロス]にチェックマークに付け選択してマウスの表示を切り

替えます。 

 

要素選択色の変更 
[要素選択(橙)]をクリックすると｢要素選択色設定｣ダイアログボックスが表示されますので、要素選択時の表示色を選択し、

[ＯＫ]をクリックします。製図画面に戻ります。 

オプションの選択 

[オプション]をクリックし、 ”＞” をクリックしてサブメニューを表示させ、各コマンドを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

▼ 例）座標表示オン、マウスカーソル[クロス] 
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ツール(G) → カスタマイズ  キー割付 

 メニューの各コマンドをキーに割り当てる 
各種コマンドをツールメニューのカスタマイズ機能で、キーに割り当てることができます。 

1 本コマンドを起動すると、｢キー割付｣ダイアログボックスが

表示されます。 

ドロップダウダウンリストよりプルダウンメニュー名をクリ

ックすると、コマンド一覧内の表示も切り替わります。 

 

 

 

  

2 各コマンドをキーに割り付けます。 

[追加] 

｢コマンド｣内のキーをクリックして反転表示させ、[追加]を

クリックすると、ショートカットキー入力モードとなり、メ

ッセージが表示されます。 

 

キーボードからショートカットキーを直接入力します。 

キーの割り当てが行われ、ショートカットキーが表示されま

す。 

 

 

[削除] 

コマンド・ショートカット一覧内をクリックして選択し、[削

除]をクリックすると選択したコマンドのショートカットキ

ーが削除されます。 

[初期化]  
[初期化]をクリックすると、｢キー割付｣ダイアログボックス

の各種設定を初期値に戻します。 

3 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

・Windowsが持つショートカット（ Ctrl ＋ C , N , O , P , 

S , V , X ,Y, Z ）は、登録リストに表示されません。 

また、既に登録してある場合はそのショートカットを読み

込まず、Windowsのショートカットのみが実行されます。 

・数字(0～9)、ファンクションキー(F1、F5～F12)、Alt キ

ーは指定できません。 

 

 

■カスタマイズ可能キー一覧 

 

アルファベット 

A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、

R、S、T、U、V、W、X、Y、Z 

Ctrl ＋アルファベット（A～Z） 

shift ＋アルファベット（A～Z） 

Ctrl ＋shift＋アルファベット（A～Z） 

ファンクションキー(F2～F4) 
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ツール(G) → カスタマイズ  ユーザーファンクションウィザード 

 コマンドや各種パラメーターをメニューに設定する 
コマンドや各種の処理条件を 1000個までのメニューに割り当てることができます。 

設定したメニューは、以下の方法で実行します。 

 ・ プルダウンメニュー[ユーザー]内の各メニュー 

 ・ ユーザーファンクション・ツールボックス([表示]-[ユーザーファンション]で表示)の各ボタン 

プルダウンメニュー [ユーザー]－[ユーザーファンクション]～[ユーザーファンクション 4]までのメニューの下に、10 個

ずつのメニューを割り当てることができます。 

初期状態として、設定 No.の 1～10までがユーザーファンクション・ツールボックスのボタンに表示されます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

1 本コマンドを起動すると、｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスが表示されます。 

設定を行う、いずれかのメニュー番号([UF 1]、[UF18]など)のタブをクリックして、設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 また、[次項目]をクリックすると、｢次項目｣ダイアログボックスが表示されます。 

文字色、文字高さや寸法値、寸法線色、開くファイルの種類やハッチングの設定を行います。 
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｢次項目｣ダイアログボックスで[拡張ペン設定]をクリックすると｢拡張ペン設定｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスの線色・線種・線幅の各チェックボックスがＯＮのときに有効にな

ります。その他のペン種は、｢次項目｣ダイアログボックスで表示される文字色・寸法色・寸法線幅・ハッチングのチェックボ

ックスがＯＮのときに有効になります。 

寸法線色・寸法文字色・寸法線種・寸法矢印色・寸法補助線色の有効無効は、｢次項目｣ダイアログボックスの寸法色のチェッ

クに関連付けされます。 

追加/クリア 

｢拡張ペン設定｣ダイアログボックスの各リスト上で右クリックするとポップアップメニューが表示され、追加／クリアが選択

できます。 

[追加]を選択すると、｢拡張ペン選択｣ダイアログが表示され、選択した種類のペン種が表示されます。 

▼をクリックし、ドロップダウンリストから追加したいペン種を選択し[ＯＫ]をクリックするとリストに追加されます。 

同じペン種・またはユーザーファンクションで設定されているペン種は、追加することができません。(現在のペンコントーロ

ールに設定されているペンのみです。)また、追加できるペン種は 16 種類までです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ｢拡張ペン設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックし、｢次項目｣ダイアログボックスで各種の設定を行い[ＯＫ]をクリック

すると、｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスに戻ります。 

4 チェックボックスにより指定する各種設定項目は、チェックマークを表示させたものが設定対象となります。 

パスを指定するものは、[参照]ボタンをクリックしてダイアログボックスを表示させ、パスを選択することができます。 

下向き矢印ボタンのあるものは、矢印ボタンをマウスでクリックし、ドロップダウンリストからいずれかの設定項目をマウス

でクリックします。 

[システムの内容]をクリックすると、カレント図面ファイルの設定状態から、レイヤ、シート、表示範囲などを取り込みます。 

5 ｢名称｣入力欄にはユーザーファンクションの名称を入力します。入力した文字列は、プルダウンメニューの[ユーザー]の各メ

ニューとして表示されます。また、設定 No.の 1～10 までは、ツールバーのボタンに表示されます。 

・｢名称｣に、半角の英数・カナ文字を使用した場合、ユーザーファンクション・ツールボックスのボタンの右側の境界線が消

えることがあります。 

  ｢図面選択｣、｢図面パス｣、｢シンボルパス｣、｢その他パス｣ 

｢図面選択｣、｢図面パス｣、｢シンボルパス｣、｢その他パス｣入力欄内をクリックし、キーボードより文字列を入力します。また

は、[参照]をクリックすると、それぞれフォルダー選択用のダイアログボックスが表示されますので、いずれかのフォルダー

を選択し、[ＯＫ]をクリックすると、｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックス内に選択したパスが入力され

ます。なお、｢シンボルパス｣にはシンボル図形のフォルダーを指定することができますので、実行メニューのシンボルと組み

合わせて設定すると、固定フォルダーからシンボルを読み込むことができます。 

｢実行メニュー｣ 

｢実行メニュー｣のドロップダウンリストからいずれかのコマンドをクリックし、選択します。実行メニューは、現システムで

実行できるものだけが表示されます (システムを起動した直後と、図面ファイル読み込み後では、表示される実行メニューが

異なります)。また、日本語メニューツールボックス内と同じ機能を設定した場合、右ボタンを押すことによりポップアップメ

ニューを表示させることができます。 
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｢データタイプ｣ 

｢データタイプ｣のドロップダウンリストからいずれかのコマンドをクリックし、選択します。｢データパス｣入力欄内をクリッ

クし、キーボードより文字列を入力します（データタイプにユーザーファンクションまたはシステムファンクションを設定し

た場合は、ファンクション番号をキー入力します）。または、[参照]をクリックすると、｢データパス｣ダイアログボックスが

表示されますので、いずれかのフォルダーを選択し、[ＯＫ]をクリックすると、｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイア

ログボックス内に選択したパスが入力されます。 

6 [ボタン位置 1]～[ボタン位置 4]には、ボタン表示する位置を入力します。 

[書込レイヤ]、[サーチレイヤ]、[表示レイヤ]には、レイヤ番号を入力します。入力方法としては、「0-15,17-25」など、範

囲を指定することもできます。また、指定されていないレイヤ番号を入力すると、レイヤとして設定されます。 

｢-1｣と入力すると、今作業中の図面ファイルのすべてのレイヤが対象となります。 

対象シート、サーチシート、表示シートには、シート番号を入力します。入力方法はレイヤと同様です。 

｢表示範囲｣には、用紙上の範囲を入力します。 

｢背景色｣には、赤、緑、青のそれぞれの色の量を入力します。また、[色指定]をクリックすると｢色の設定｣ダイアログボック

スが表示されますので、色を選択し、[ＯＫ]をクリックします。 
 
   [ＣＳＶ入力] 

①[ＣＳＶ入力]をクリックすると｢開く｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＣＳＶファイルを選択して[開く]をクリックすると、ＳＣＶファイルに保存されていたユーザーファンクションの設定内容 

 が読み込まれます。 

 

[ＣＳＶ出力] 

①[ＣＳＶ出力]をクリックすると｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ファイル名を入力し[保存]をクリックすると、処理を終了します。 

 ｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスの内容が、下記の様にＣＳＶファイルとして出力されます。 
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｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックス 

｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスで[次項目]をクリックすると表示されます。 

[文字色]、[文字高さ]、[寸法色]（線色・文字色・記号色・補助線色）、[寸法値]、[寸法線幅]、[寸法単位]、[寸法矢印]、[ハ

ッチング]は、チェックボックスをオンにし、それぞれドロップダウンリストより設定する種類を選択します。なお、ハッチン

グの塗色の設定を行うと、塗図形の線色も変更されます。[文字高さ]、[寸法値]は｢斜体｣チェックマークをオンにすると、斜

体文字となります。｢高さ｣、｢間隔｣、｢倍率｣、｢角度｣など入力欄のあるものは、数値を入力します。 

[説明]の入力欄内に、このメニューについての説明文を入力すると、ツールバーで機能を選択した際に、メッセージ欄に表示

されます。 

7 [図面切替]をクリックすると、他の図面に切り替えるかの確認メッセージが表示されます。[はい]をクリックすると、現在まで

の設定を登録し、対象図面が切り替わります。 

8 [適用]をクリックすると、このダイアログボックスを開いたまま、変更内容を保存します。設定が決定したら、[ＯＫ]をクリックします。

設定が登録されます。 

 

 

解 説：ボタン位置の指定例 
<例>ＵＦ１～ＵＦ３０までユーザーファンクション 

｢ボタン位置 1｣を次のように設定 

ＵＦ １→｢ボタン位置｣の設定なし 

ＵＦ１１→｢名称｣を｢←｣とした場合、｢ボタン位置｣を｢０｣に設定 

ＵＦ２０→｢名称｣を｢→｣とした場合、｢ボタン位置｣を｢２０｣に設定 

ＵＦ２１→｢名称｣を｢←｣とした場合、｢ボタン位置｣を｢１０｣に設定 

ＵＦ３０→｢名称｣を｢→｣とした場合、｢ボタン位置｣を｢３０｣に設定 

上記の設定により、10 個のボタンの表示が｢→｣や｢←｣のボタンにより、表示を切り替えることができます。 
 

・実行メニューは、現システムで実行できるものだけが表示されます(システムを起動した直後と、図面ファイル読み込み後で

は、表示される実行メニューが異なります)。 

・日本語メニューツールボックス内と同じ機能を設定した場合､右ボタンを押すことによりポップアップメニューを表示させ

ることができます。 

・ユーザーファンクション・ツールボックスは、ドラッグすることによりシステムのウィンドウ内の任意の位置に移動させる

ことができます。またサイズ変更により表示も次のように変更することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
  

解 説：ユーザーファンクションメニューの実行方法 
｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスで設定したメニューは、以下の方法で実行されます。 

・ プルダウンメニュー[ユーザー]内の各メニュー 

・ ユーザーファンクション・ツールボックス（[表示]－[ユーザーファンクション]で表示）の各ボタン 

以下、それぞれの実行方法について説明します。 

 

＜[ユーザー]の各メニューから実行＞ 

1 プルダウンメニュー[ユーザー]をクリックすると、各メニューが表示されます。それぞれサブメニューが表示されますので、

マウスでクリックして選択します。 

[ユーザーファンクション]～[ユーザーファンクション 4]までのメニューの下には、10 ずつのメニューが表示されます。 
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[UF ファイル]の下にはさらにユーザーファンクションに割り当てられた UF 番号が表示され、その下にそれぞれに割り当てられたメニ

ューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 各メニューをクリックすると、メニューが実行されます。 

 

 

＜[ユーザーファンクションバー]の各ボタンから実行＞ 

1 プルダウンメニュー[表示]－[ユーザーファンクション]－[ツールバー]～[ツールバー4]のいずれかのメニューをクリックする

と、ユーザーファンクションバーが表示されます。各ツールバーには、10 ずつのメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 各メニュー名のボタンをクリックすると、メニューが実行されます。 

 

 
   

解 説：ユーザーファンクションメニューのマルチ図面対応 
ユーザーファンクションウィザードが設定されている図面を読み込む際に、図面ごとにその設定内容を反映することが可能です。 

 

1 ユーザーファンクションウィザードが設定されている図面を開くと、｢ユーザー設定情報｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれかをクリックして選択します。 

｢システムに反映します(※設定を上書きします。)」を選択した場合、図面ごとに設定されたユーザーファンクションの設定内

容は読み込まず、システムの設定内容を読み込みます。 

マルチ図面に対応するには、ここで「ユーザーファンクションを読込みません」をクリックします。 

 

2 アクティブ図面を切り替えると、以下のように、ユーザーファンクションも切り替わります。 
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また、｢ユーザーファンクションウィザード｣ダイアログボックスで、[図面切替]をクリックすると、他の図面を対象とした設定が行え

ます。 

 

 

 
 

ツール(G) → カスタマイズ  日本語メニュー(大・中・小)のコマンド設定 

 日本語メニューツールボックス(大・中・小)を設定する 
日本語メニューツールボックス(大・中・小)のコマンド設定を行います。 

        ▼ 日本語メニュー大     ▼ 日本語メニュー中     ▼日本語メニュー小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンドの起動方法 

■ プルダウンメニュー ➜ [ツール]－[カスタマイズ]－[日本語メニュー(大・中・小)のコマンド設定] 

1 本コマンドを起動すると、｢日本語メニュー(大・中・小)｣ダ

イアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

以下、「日本語メニュー大のコマンド設定」を選択した場合

の操作方法を説明します。(中、小も処理は同様です） 

 

 

 

 



 
メニューやキーをカスタマイズする 759  

 

 

 

2 左側に初期状態の日本語メニューツールボックスが表示され、

右側にユーザーが設定する日本語メニュー(ユーザー)ツール

ボックスが表示されます。 

各コマンド名のボタンをクリックすると選択状態となります。 

CTRL＋マウスクリックで、複数のコマンドを選択することが

可能です。 

設定 

[設定>>]をクリックすると選択したコマンド名のボタンが画

面右側の日本語メニュー大一覧内に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

詳細設定 

[設定]をクリックすると、｢コマンド選択｣ダイアログボック

スが表示されます。現在選択中のコマンドと表示名が表示さ

れます。 

[変更]をクリックすると、各プルダウンメニューごとのコマ

ンドが表示されますので、いずれかを選択します。 

｢表示名称｣入力欄内に表示名称を入力します。 

[ＯＫ]をクリックすると｢日本語メニュー大｣ダイアログボッ

クスに戻ります。 

 

削除 

日本語メニュー一覧内のコマンド名のボタンをクリックし、

[<<削除]をクリックすると、右側の一覧から削除されます。 

全削除 

[全削除]をクリックすると、確認のメッセージが表示されま

す。[はい]をクリックすると、右側の一覧内が全て削除され

ます。 

 

ボタン色設定 

日本語メニュー一覧内のいずれかのコマンド名のボタンをク

リックして選択し、[文字色]、[背景色]をクリックすると、｢色

の設定｣ダイアログボックスが表示されます。色を選択し、[Ｏ

Ｋ]をクリックすると｢日本語メニュー大｣ダイアログボック

スに戻ります。 

｢全ボタン変更｣チェックマークをオンにすると、全ボタンが

色変更の対象となります。 

 

ボタン移動 

日本語メニュー一覧内のいずれかのコマンド名のボタンをク

リックして選択し、[↑]、[←]、[↓]、[→]をクリックする

と、ボタンの位置が１つずつ移動します。 

[↑]全て／[↓]全て 

｢[↑]全て｣または｢[↓]全て｣をクリックすると、確認メッセ

ージが表示され、[はい]をクリックすると選択したコマンド

から上のコマンドをすべて１個ずつ上（または下）に移動し

ます。 
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読込 

[読込]をクリックすると、｢日本語メニュー設定ファイルを開

く｣ダイアログボックスが表示されますので、日本語メニュー

設定ファイルを選択し、[開く]をクリックします。｢日本語メ

ニュー大｣ダイアログボックスに設定内容が読み込まれます。 

 

 

保存 

[保存]をクリックすると、｢日本語メニュー設定ファイルを保

存｣ダイアログボックスが表示されますので、日本語メニュー

設定ファイルを選択し、[保存]をクリックします。｢日本語メ

ニュー大｣ダイアログボックスに設定内容が保存されます。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると全ての設定は初期状態に戻ります。 

 
3 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

 

[表示]-[日本語メニュー(ユーザー)ツールボックス]コマン

ドで、上記で設定したツールボックスの表示／非表示ができ

ます。 
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ツール(G) → カスタマイズ  日本語メニュー2のコマンド設定 

 日本語メニュー2ツールボックスを設定する 
日本語メニューツールボックス２のコマンド設定を行います。 

                     ▼ 日本語メニュー２      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンドの起動方法 

■ プルダウンメニュー ➜ [ツール]－[カスタマイズ]－[日本語メニュー２のコマンド設定] 

1 本コマンドを起動すると、｢日本語メニュー2｣ダイアログボッ

クスが表示されます。 

CTRL＋マウスクリックで、複数のコマンドを選択することが

可能です。 

以降の操作は、「日本語メニュー大のコマンド設定」を選択

した場合と同様です。 
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2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

 

[表示]-[日本語メニュー2 ツールボックス]コマンドで、上記

で設定したツールボックスの表示／非表示ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ツール(G) → カスタマイズ  ポップアップメニューのコマンド設定 

 ポップアップメニューのコマンドを設定する 
ポップアップメニューのコマンド設定を行います。 

なお、このコマンドを有効にするには、[ツール]－[システム設定]-[システム]の｢右ダブルクリックでポップアップメニュ

ーを表示する｣チェックマークをオンにする必要があります(初期値はオフです)。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンドの起動方法 

■ プルダウンメニュー ➜ [ツール]－[カスタマイズ]－[ポップアップメニューのコマンド設定] 
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1 本コマンドを起動すると、｢コマンド設定｣ダイアログボック

スが表示されます。 

■コマンド設定 

変更 

コマンドを選択し、[変更]をクリックすると、｢コマンド選択｣

ダイアログボックスが表示されます。「日本語メニューのコ

マンド設定」処理と同様、コマンドと表示名称を変更し、[変

更]をクリックすると、｢コマンド設定｣ダイアログボックスに

戻ります。 

 

 
 

 
削除 
コマンドを選択し、[削除]をクリックすると、コマンドが一

覧内から削除されます。 

全て削除 

[全て削除]をクリックすると、確認のメッセージが表示され

ます。[はい]をクリックすると、一覧内のコマンドが全て削

除されます。 

 

並べ替え 

コマンドを選択し、[↑上へ移動]、[↓下へ移動]をクリック

すると、一覧内でコマンドが移動します。 

初期化 

[初期化]をクリックすると全ての設定は初期状態に戻ります。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

 

 

 

 

ツール(T) → メニューレイアウトの管理 

 メニューレイアウトを管理する 
CAD フレーム内のツールバー・ツールボックスの表示位置をカスタマイズし、保存します。 
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1 本コマンドを起動すると、｢メニューレイアウトの管理｣ダイアログボックスが表示されます。各種の設定処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜デフォルトレイアウト＞ 

適用するデフォルトレイアウトのイメージをクリックして選択します。 

選択されたデフォルトレイアウトのイメージは、オレンジの枠で強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトレイアウトを選択した状態で[デフォルトレイアウトを適用]をクリックすると確認メッセージが表示され、[はい]

をクリックすると CAD が終了します。 

デフォルトレイアウトのイメージをダブルクリックすることでも、同様の処理を実行することができます。 

CAD を起動すると適用したレイアウトの状態となります。 

 

＜ユーザーレイアウト＞ 

適用するデフォルトレイアウトのイメージをクリックして選択します。 

選択されたデフォルトレイアウト名は、オレンジで強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれかのユーザーレイアウトを選択した状態で[ユーザーレイアウトを適用]をクリックすると確認メッセージが表示され、

[はい]をクリックすると CAD が終了します。 

一覧表示内のユーザーレイアウト名をダブルクリックすることでも、同様の処理を実行することができます。 

CAD を起動すると適用したレイアウトの状態となります。 
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現在の状態を保存 

[現在の状態を保存]をクリックすると、｢現在の状態を保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

ユーザーレイアウト名を入力し、[ＯＫ]をクリックすると、現在のレイアウトの状態が 入力したレイアウト名で保存されます。 

 

ユーザーレイアウト名の変更 

一覧内のいずれかのユーザーレイアウトをクリックし、[レイアウト名の変更]をクリックすると、｢レイアウト名の変更｣ダイ

アログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

ユーザーレイアウト名を入力し、[ＯＫ]をクリックすると、｢メニューレイアウトの管理｣ダイアログボックスのユーザーレイ

アウト名一覧内に入力されます。 

 

削除、全削除 

ユーザーレイアウト名一覧内のいずれかのユーザーレイアウト名をクリックし、[削除]をクリックすると、選択したユーザー

レイアウトが削除されます。[全削除]をクリックすると、確認のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

[はい]をクリックすると、一覧表示内のすべてのユーザーレイアウトが削除されます。 

 

2 ｢メニューレイアウトの管理｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻

ります。 

・ レイアウトには、以下の情報が保存されます。 

ツールボックスやツールバーなどの表示/非表示、表示位置 

メニューバー「表示」内の CAD のレイアウトに関係する以下の設定値 

サブメニュー位置 上/下 

サブメニューボタン位置 左寄せ/右寄せ 

サブメニューに元に戻す・やり直しボタンを表示する ON/OFF 

サブメニューにツールチップを表示する ON/OFF 

メニューを固定する ON/OFF 

日本語メニューのポップアップサイズ 小/大 

座標表示 ON/OFF 

用紙枠表示 ON/OFF 

軸表示 ON/OFF 

書込レイヤ名の表示 ON/OFF 

タックインデックスの表示 ON/OFF 

マウスカーソル 通常/クロス 

・ ユーザーレイアウトの「現在の状態を保存」「レイアウト名の変更」「削除」「全削除」の処理は、メニューレイアウトの

管理ダイアログの「OK」ボタンを押したタイミングで実行されます。 

[キャンセル]ボタンを押した場合には実行されません。 
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３ 電子メールを利用する 
 

 

 

 

ここでは、製図画面上から電子メールへ送信する方法について説明します。 

 

ファイル(F) → メール送信 

 図面を電子メールで送信する 
作成した図面を MAPI 対応の Mail ソフトを介して、電子メールで送信します。 

1 本コマンドを起動すると、MAPI 対応の Mail ソフトの｢メッセージの作成｣が起動します。送信する図面は呼び出した図面ファイ

ル名で添付されます。宛先、件名、本文を入力し、送信ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 送信修了後、ＣＡＤシステムの製図画面に戻ります。 

 

・本機能を使用するには、インターネットが使用できる環境が整っており、、MAPI 対応の Mail ソフトがインストールしてある

ことが必要です。 

MAPI対応のMailソフトをインストールした後は、インターネットメールのサービスをセットアップしてください。 
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４ オブジェクトの作成と貼り付け 
 

 

 

 

ここでは、本ＣＡＤシステム上で行うオブジェクトの作成と貼り付け方法について説明します。 

 

編集(E) → オブジェクトの作成と貼り付け 

 オブジェクトの挿入を行う 
オブジェクトの挿入を行います。 

1 本コマンドを起動すると、｢オブジェクトの挿入｣ダイアログ

ボックスが表示されます。    

｢新規作成｣または｢ファイルから｣のラジオボタンをクリック

し、オブジェクトまたはファイルを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトにリンクを設定する場合は、「ファイルから」

ラジオボタンをクリックし、｢リンク｣チェックマークをクリ

ックします。リンクの設定は、[編集]－[リンクの設定]をク

リックし、各種の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

2 挿入を行うデータを選択し、[ＯＫ]をクリックします。 

図面内にオブジェクトが挿入されます。 

[編集]－[(挿入された)オブジェクト]をクリックし、サブメ

ニューから編集、開く、変換など各種の設定を行うこともで

きます。 
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ツール(T) → オブジェクトの編集（チェックマークが付く） 

 オブジェクト編集モードに切り替える 
オブジェクト編集モードに、ツールメニューで切り替えることができます。 

コマンドの起動方法 

■ プルダウンメニュー ➜ [ツール]－[オブジェクトの編集] 

1 本コマンドを起動し、[4 オブジェクトの編集]と表示が切り

替わったら、図面ウィンドウ内のオブジェクトをダブルクリ

ックして、処理を行うことができます。 

2 再度、本コマンドを起動すると、オブジェクトの編集モード

から通常の製図画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツール(T) → オブジェクトの編集（チェックマークが付く） 

 貼り付けたオブジェクトを削除する 
製図画面内に貼り付けたオブジェクトを削除します。 

1 本コマンドを起動し、[4 オブジェクトの編集]と表示が切り替わったら、図面ウィンドウ内のオブジェクト上にマウスカーソル

を移動し、マウスの右ボタンを押してポップアップメニューを表示します。 

2 ポップアップメニュー内の[削除]をマウスでクリックすると、オブジェクトが削除されます。 
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５ ３Ｄビューア 
 

 

 

 

３Ｄビューア機能では、点・線分・連続線・円・円弧・楕円・楕円弧・スプライン・クロソイド・ハッチング枠要素

を３Ｄに変換して 3D ビューアウィンドウ内に表示します。 

以下、3D ビューアウィンドウ上で行う各種の操作について説明します。 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア 

 3Dビューアウィンドウの基本操作 

1 本コマンドを起動すると、3D ビューアウィンドウが表示されます。 

ウィンドウ上部のメニューには、各種処理のアイコンが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 コマンドの終了 

         をクリックすると、実行中のコマンドを終了します。 

 

3 各種の処理を行い、[OK]または[キャンセル]をクリックすると、３Ｄビューアコマンドを終了します。 

[ＯＫ]   ：設定内容を有効としてコマンドを終了します。 

[キャンセル]：設定内容を取消してコマンドを終了します。 
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３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 各種の表示切り替え・設定 

1 全体表示・ズーム 

全体表示（   ） 

3D ビューアメニューから[ズーム：全体]を選択すると、全体表示となります。 

ズーム（   ） 

3D ビューアメニューから[ズーム：範囲]を選択すると、ズームモードとなります。 

ズーム始点をマウスでクリックすると、終点指定モードになります。 

終点をクリックすると、範囲指定した部分が拡大表示されます。 

 

2 設定（   ） 

3D ビューアメニューから[設定]を選択すると、｢設定｣ダイア

ログボックスが表示されます。各種設定を行います。 

 

｢未設定時の高さ｣、｢曲線の分解ピッチ｣入力欄内にそれぞれ

ｍ単位で入力します。 

未設定時の高さ 

｢未設定時の高さ｣入力欄内にＺ値が未設定の場合の代替値を

ｍ単位で入力します。 

曲線の分解ピッチ 

円弧・スプライン・クロソイド・ハッチング枠の曲線部は 3D

ポリラインに変換して表現されます。その分割ピッチを｢曲線

の分解ピッチ｣入力欄内にｍ単位で入力します。 

色分け設定 

[色分け設定]をクリックすると、｢標高色分け設定｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

｢標高(最高)｣と｢標高(最低)｣の２色を設定することができ、

２色の間の色をグラデーションのように表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

色をクリックすると、｢色の設定｣ダイアログボックスが表示

されますので、いずれかの色を選択し[ＯＫ]をクリックしま

す。 

ユーザー定義の読込みと書込み 

設定した色分けの組み合わせを、ユーザー定義の(1)～(5)に

書込み、読み込むことができます。 

[書込み]をクリックすると、保存が行われ「完了しました｣の

メッセージが表示されます。 

[読込み]をクリックすると、読込みが行われ、「完了しまし

た｣のメッセージが表示されます。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期値に戻します。 

[ＯＫ]をクリックすると、｢設定｣ダイアログボックスに戻り

ます。 
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点群 

[点群]をクリックすると、｢点群設定｣ダイアログボックスが

表示されます。点群要素の表示する点数をスライダーコント

ロールで選択します。(10%←→100%）初期値は、50%です。 

｢点群設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢設定｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

背景色の設定 

｢設定｣ダイアログボックスで[背景色]をクリックすると、｢色

の設定｣ダイアログボックスが表示されますので、いずれかの

色を選択し[ＯＫ]をクリックします。 

[ＯＫ]をクリックすると、｢設定｣ダイアログボックスに戻り

ます。 

 

 

表示方法の変更 

｢設定｣ダイアログボックスで[表示方法]をクリックすると、

｢表示方法の変更｣ダイアログボックスが表示されます。

｢OpenGL｣、｢DirectX｣のいずれかのラジオボタンをクリックし

て選択します。 

[ＯＫ]をクリックすると、｢設定｣ダイアログボックスに戻り

ます。 

｢設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、3D ビ

ューアウィンドウに戻ります。 

 

3 色分け表示 

色分け表示（  ） 設定した色分けで描画します。 

 をクリックして、色分け表示のオン・オフを切り替え

ます。 
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３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 各種の描画モードを切り替える 

1 アイコンをクリックすることにより、各種の描画モードを切

り替えます。 

ワイヤ（   ）  ワイヤーフレームで描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陰線処理（   ）  陰線処理で描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェード（   ）  フラットシェードで描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェード＋フレーム（   ）   

シェード＋ワイヤーフレームで描画します。 
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３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 各種のビューを切り替える 

1 アイコンをクリックすることにより、各種の３Ｄビューを切

り替えます。 

平面図（   ）  平面図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下面図（   ）  下面図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側面図（   ）  左側面図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右側面図（   ）  右側面図を表示します。 
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正面図（   ）  正面図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背面図（   ）  背面図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスカーソルの移動で表示を回転する。 

マウス右ボタンを押したままマウスを動かすと、３Ｄビュー

の図形が回転します。 
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３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 レイヤの表示切り替え 

1 3Dビューアメニューから[レイヤ]を選択すると、｢レイヤ一覧｣

ダイアログボックスが表示されます。 

表示一覧内のアイコンをクリックすることで、表示のオン・

オフを切り替えることができます。 

※起動時は本体 CAD と同設定です（保持はしません）。 

 

全表示 ON/全表示 OFF 

一覧表示内のすべての表示をオン、またはオフにします。 

 

削除 

選択中のレイヤを削除します。 

2 [ＯＫ]をクリックすると、3Dビューアウィンドウに戻ります。 

 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 高さ変更 

1 3D ビューアメニューから[高さ変更]を選択すると、頂点指定

モードとなりますので、マウスにていずれかの頂点をクリッ

クします。 

｢高さ｣ダイアログボックスが表示されますので、｢新しい値｣

入力欄内に高さをｍ単位で入力します。 

2 [ＯＫ]をクリックすると頂点のＺ値が変更され、3D ビューア

ウィンドウに戻ります。 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 TIN を作成する 
図形から高さを持つ頂点を列挙し、三角網計算を行い TIN 要素を自動生成します。 

なお、本機能を実行するには、概略道路設計オプションが必要です。 

1 3D ビューアメニューから[TIN:作成]を選択すると、範囲指定

モードとなりますので、マウスにて自動生成する範囲を指定

します。 

 

 

 



 
３Ｄビューア 776  

 

 

 

2 マウスをクリックして範囲を確定すると、TIN が生成されます。 

処理は[コマンド終了]をクリックするまで連続して行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「TIN：作成」で TIN の生成に失敗する場合は、 

｢TIN：作成（簡易）」をご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 TIN を削除する 
生成した TIN を削除します。なお、本機能を実行するには、概略道路設計オプションが必要です。 

1 3D ビューアメニューから[TIN:削除]を選択すると、TIN 指定モ

ードとなりますので、マウスにて削除するTINを指定します。 

 

 

 

 

 

2 マウスをクリックして範囲を確定すると、TIN が削除されます。 

処理は[コマンド終了]をクリックするまで連続して行えます。 

 

 

 

 

▼ 拡大表示した TIN 
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３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 TIN を部分削除する 
生成した TIN の一部を削除します。なお、本機能を実行するには、概略道路設計オプションが必要です。 

1 3D ビューアメニューから[TIN:部分削除]を選択すると、範囲

指定モードとなりますので、マウスにて削除する TIN の範囲

を指定します。 

 

 

 

 

2 マウスをクリックして範囲を確定すると、TIN の指定した範囲

内が削除されます。 

処理は[コマンド終了]をクリックするまで連続して行えます。 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 TIN の辺を反転する 
生成した TIN の辺を反転します。なお、本機能を実行するには、概略道路設計オプションが必要です。 

1 3D ビューアメニューから[TIN:反転]を選択すると、TIN 指定モ

ードとなりますので、マウスにて反転する辺を指定します。 

 

 

 

 



 
３Ｄビューア 778  

 

 

 

2 マウスをクリックすると、指定位置の TIN の辺が反転表示さ

れます。 

処理は[コマンド終了]をクリックするまで連続して行えます。 

 

 

 

 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 TIN に画像データを貼り付ける 
画像ファイルを TIN に貼り付けます。なお、本機能を実行するには、概略道路設計オプションが必要です。 

1 3D ビューアメニューから[TIN:画像]を選択すると、TIN 指定モ

ードとなりますので、マウスにて画像データを貼り付ける TIN

を指定します。 

｢ラスタ選択｣ダイアログボックスが表示されます。 

ドロップダウンリストより画像ファイルを選択します。 

 

[＋]をクリックすると、｢開く｣ダイアログボックスが表示さ

れますので、いずれかの画像ファイルを選択し、[開く]をク

リックします。 ⇒ 操作 3 ヘ。 

 

選択した画像ファイルに座標情報がある場合、操作 2 に移行

します。 

 

2 位置合わせ確認のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

[はい]をクリックすると、｢位置情報｣ダイアログボックスが

表示されます。 

｢単位｣ドロップダウンリストより単位を選択します。 

[ＯＫ]をクリック ⇒ 操作 4 ヘ。 

 

 

 
 

 

 



 
３Ｄビューア 779  

 

 

 

3 ｢ラスタ選択｣ダイアログボックス内に選択した画像データの

プレビュー画面が表示されます。 

[ラスタ編集]をクリック ⇒ 操作 4 ヘ。 

[ＯＫ]をクリック ⇒ 操作 5 ヘ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ｢ラスタ編集｣ダイアログボックスが表示されます。 

配置 

XY 座標（左下）、幅、高さ、回転角度のそれぞれの入力欄を

クリックして配置位置を修正することができます。 

 

 

 

 

5 ｢ラスタ編集｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

画像データの貼り込みが行われます。 

 

 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 計測：座標 

1 3D ビューアメニューから[計測：座標]を選択すると、｢座標｣

ダイアログボックスが表示されます。  

各種座標の表示 

指示した位置の座標（X,Y,標高）を表示します。 

計測した各値はクリップボードへコピーすることができます。

一番下のクリップボードへコピーボタンでへ一度に X 座標、Y

座標、標高をクリップボードへコピーすることもできます。  

単位 

単位はｍ、ｃｍ、ｍｍに切り替えすることができます。  

 



 
３Ｄビューア 780  

 

 

 

設定 

[設定]をクリックすると、｢設定｣ダイアログボックスが表示

されます。 

座標値の区切りを｢カンマ｣、｢タブ｣いずれかのラジオボタン

をクリックして選択します。初期値は｢タブ｣です。 

[ＯＫ]をクリックすると、｢座標｣ダイアログボックスに戻り

ます。 

2 ｢座標｣ダイアログボックスで[終了]をクリックすると、処理

を終了します。 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 計測：2点間距離 

1 3D ビューアメニューから[計測：２点間距離]を選択すると、

｢２点間距離｣ダイアログボックスが表示されます。  

１点目、２点目をマウスで指示します。 

各種距離の表示 

指示した 1 点目、2 点目の各座標（X,Y,標高）と２点間の距離、

水平距離、比高、勾配（％）、勾配（1:x）を表示します。計

測した各値はクリップボードへコピーすることができます。  

単位 

単位はｍ、ｃｍ、ｍｍに切り替えすることができます。  

2 ｢２点間距離｣ダイアログボックスで[終了]をクリックすると、

処理を終了します。 

 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 計測：多点間距離 

1 3D ビューアメニューから[計測：多点間距離]を選択すると、

｢多点間距離｣ダイアログボックスが表示されます。  

1 点目、通過点、終点をマウスで指示します。 

各種距離の表示 

指示した多点の各座標（X,Y,標高）と各点間の単距離、距離、

水平距離、比高、勾配（％）、勾配（1:x）を表示します。 

単位 

単位はｍ、ｃｍ、ｍｍに切り替えすることができます。  

2 ｢多点間距離｣ダイアログボックスで[終了]をクリックすると、

処理を終了します。 

 

 



 
３Ｄビューア 781  

 

 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 計測：面積 

1 3D ビューアメニューから[計測：面積]を選択すると、｢面積｣

ダイアログボックスが表示されます。  

指定方法が｢フリー｣の場合は、マウスにて領域を指示します。 

指定方法が｢要素｣の場合は、領域を要素単位で指示します。 

対象要素はTIN、3Dプラン属性を持つハッチングとなります。 

各種距離の表示 

指示した面の面積、累計面積、水平面積、累計水平面積、領

域数を表示します。計測した各値はクリップボードへコピー

することができます。  

単位 

単位はｍ、ｃｍ、ｍｍに切り替えすることができます。  

指定方法 

｢フリー｣、｢要素｣いずれかのラジオボタンをクリックして選

択します。 

クリア 

[クリア]をクリックすると、各種の面積データがクリアされ

ます。 

2 ｢２点間距離｣ダイアログボックスで[終了]をクリックすると、

処理を終了します。 

 

 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 DWG/DXF 出力 

1 3D ビューアメニューから[出力:DWG/DXF]を選択すると、｢名前

を付けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

｢ファイルの種類｣ドロップダウンリストよりいずれかのバー

ジョンを選択します。 

2 ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、3D ビューアの

現在の状態が DWG/DXF ファイルに出力されます。 

 

 

 



 
３Ｄビューア 782  

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 画像出力 

1 3D ビューアメニューから[出力:画像]を選択すると、｢名前を

付けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、3D ビューアの

現在の状態が JPEG ファイルに出力されます。 

 

 

 

 

 

３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 PDF 出力 

1 3D ビューアメニューから[出力:PDF]を選択すると、｢名前を付

けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

｢出力後、関連付けられたアプリケーションで確認する｣チェ

ックマークをオンにすると、保存処理後、PDF ファイルに関連

付けられたアプリケーションが起動します。 

2 ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、3D ビューアの

現在の状態が PDF ファイルに出力されます。 

 

 

 

 

 

  
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 LandXML(Surface)出力 

1 3Dビューアメニューから[出力:LandXML(Surface)]を選択する

と、｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、3D ビューア

上の TIN データが LandXML(Surface)ファイルに出力されます。 

 

 

 

 



 
３Ｄビューア 783  

 

 

 

 
３Ｄ(3) → ３Ｄビューア  
 STL 出力 

・ STL出力コマンドで作成したファイルを 3Dプリンタで使用する場合には、3Dプリンタ側で出力結果の補正／調整作業が必要に

なりますのでご注意ください。 

1 3D ビューアメニューから[出力:STL]を選択すると、｢STL 変換

設定｣ダイアログボックスが表示されます。 

出力データ補正あり 

｢出力データ補正あり｣チェックマークをオンにすると、各種

の設定により出力データの補正を行います。 

出力エリア設定 

それぞれの入力欄内に、出力したい幅×奥行×高さを設定し

ます。 

縮尺設定 

｢自動設定｣、｢手動設定｣いずれかのラジオボタンをクリック

して選択します。自動設定では、出力エリアの大きさに収ま

るように縮尺計算します。手動設定では、任意の縮尺を入力

欄内に入力します。 

厚さ設定 

全ての TIN 要素の中で一番低い位置から下方向に付加する 

厚さを指定します。 

初期化 

各設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、｢STL ファイル出力プレビュー｣ダイ

アログボックスが表示されます。 

プレビューのメニューでは[全体表示]・[ズーム]・[描画]・

[ビュー]の切り替えを行う事ができます。機能は「3D ビュー

ア」にあるものと同様です。 

[STL 変換設定]をクリックすると「STL 変換設定」ダイアログ

ボックスが表示され、設定を変更する事ができます。 

 

 

 

 

3 ｢STL ファイル出力プレビュー｣ダイアログボックスで[出力]

をクリックすると、｢STL 出力｣ダイアログボックスが表示され

ます。 

｢出力後、関連付けられたアプリケーションで確認する｣チェ

ックマークをオンにすると、保存処理後、STL ファイルに関連

付けられたアプリケーションが起動します。 

ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、STL ファイル

出力プレビューの状態が STL ファイルに出力されます。 

なお、3D プリンターに出力する際は、Windows10 に対応して

いるアプリで STL ファイルを開いて出力してください。 
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